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  令和６年１１月１日 道路交通法改正  

～自転車のながらスマホや酒気帯び運転などに罰則が適用されます～ 

 

  令和６年 11 月１日より道路交通法が改正され、自転車の危険な運転などに新しく罰則が整備されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      違反者は、                  違反者は、 

      ６月以下の懲役 又は 10 万円以下の罰金    ３年以下の懲役 又は 50 万円以下の罰金 

 

      交通の危険を生じさせた場合、         自転車の提供者は、 

      １年以下の懲役 又は 30 万円以下の罰金    ３年以下の懲役 又は 50 万円以下の罰金 

 

                             酒類の提供者・同乗者は、 

                             ２年以下の懲役 又は 30 万円以下の罰金 

 

 

 

    また、「運転中のながらスマホ」「酒気帯び運転」は、自動車運転者講習制度 の対象となります！ 

                             ※受講命令違反は 5 万円以下の罰金 

 

    自転車通勤される方、業務で自転車に乗ることがある方等、くれぐれも上記行為をされないよう 

    ご注意ください（もちろんプライベートでも NG です！）。 

 

 

 
 

       「 飲み会帰りは要注意！ 」 

 
     これからの時期は飲み会が増えてくるかと思いますが、飲み会は基本的には 

    任意参加の私的なものであることが多く、業務とは認められにくいため、飲み会帰りでのケガは 

    労災認定されるケースはほぼありません。 

     ただし、飲み会が事業運営において重要なものであり、かつ、参加が強制されるようなものについて 

    は業務行為として労災認定されます。その場合でも会の目的を逸脱した過度の態様（要は飲み過ぎ）に 

    よるものである場合には、認定されない（業務起因性が否定される）ことがありますのでどちらにして 

    も飲み過ぎには用意注意です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    裁判での判断基準（考え方） 

     労働者が事業主（使用者）主催の懇親会等の社外行事に参加することは、通常労働契約の内容となっ 

     ていないから、社外行事を行うことが事業運営上緊要なものと客観的に認められ、かつ労働者に対し 

     これへの参加が強制されているときに限り、社外行事への参加が業務行為になると解するのが相当。 
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トピックス 

人事・労務 

裁判例：福井労基署長事件 (名古屋高裁金沢支部 昭和 58 年 9 月 21 日) 

  会社の忘年会の終了後に同会場付近で車にひかれて負傷した。会社が主催で、かつ、費用も 

全額会社が負担していたが、参加は任意であったため、業務遂行性を否定。 

裁判例：立川労基署長事件 (東京地裁 平成 11 年 8 月 9 日) 

送別会出席後に酩酊（めいてい）状態のまま川に落ちて溺死した。 

会合が有志により企画されたものであり、任意参加（回覧を回して任意で参加を募っていた）、 

会費制であったことなどの経緯から業務遂行性を否定。 

裁判例：中央労基署長事件 (東京高判 平成 20 年６月 25 日) 

会合終了後、さらに引き続き参加者と飲酒をし（いわゆる二次会）、１時間程度居眠りもして 

いた。居眠りから起きた後帰宅を開始し、帰宅途中の駅の階段で転落し、死亡した。裁判所は 

会合については業務遂行性を認めたが、その後の自由参加の二次会は業務遂行性を否定。 


